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中年・高齢者の学校における世代間交流
｝スウェーデンの場合一

角問陽子・草野篤子

1．はじめに

　現代社会は異世代聞の臼常的な交流が減少し，意識

的・意図的な配慮によって多様な人間関係を構築する

機会を設定しなければならない事態となっている。そ

のような中で，人と人，個人と地域や社会，過去から

未来等の多様な「つなが鯵」を再構築するための方策

として，重代闘交流の意義と重要性に対する認識が高

まっている。

　草野（角尾〉は欝§8年連月にプロジェクト「世代闘

交流腫を，同年7月に米国テンプル大学燈代闘学習セ

ンター翫長N膿cyHe簸k撫の来臼を機として資本世代

問交流ネットワークをスタートさせた。また，2倉総

年5月には特定非営利活動法人獄本澄代問交流協会
（Ja夢錘1擁α窪ε登e鍛藍膿雛U簸髭y　Assoc茎at沁簸：」至UA／

が設立された。同年8月には燈代闘交流国際フォーラ

ム・醗究集会が開催されその報告集bが2GG7年連

月に発行されて耽る。しかし日本ではまだ，世代問交

流領域が学問上，確固としたものとして位置づけられ

てはいない。

　子ども，青年，中年，高齢者の世代闘交流を日本に

定着させるためには，次のような施策麟を実現させ

ていく必要がある。

i　全国各地での「世代問交流センター」（子ども・

青年・中年・高齢者センター〉の蟹設

2　「目本諸世代連合］を，全国的な高齢者経織．

子ども関連団体，退職高齢者親織社会福盤協議

会等で結成する

3　「重代問交流学会」「壁代問交流醗究センター」

の秘設およびニュース・レターの発行

4　中年・高齢者による青年，子ども，障害者に対

する支援プログラムやシステムづく鞍

5　青年，子どもによる中年・高齢者，障害者に対

する支援プログラムやシステムづくむ

6　統合ケアを担当するコーディネーターの砺修，

養成カリキュラムづく鞍

7　都市計画やまちづくむの段階において，統合施

設の建設を有機的に位置付ける

8　政蔚や地方自治体による「社会サーヴィス」・「コ

　ミュニテイ・ケア」法や条例の鱗定

　筆者らはこれらの課題を推進する目的で，特に若年

世代と高齢者世代との交流に焦点を定め，子どもに

とって価値ある体験となるための活動や，効果を高め

るための交流の質について追究してきた。

　祖父母と孫の交流関係調査3》から，祖父母の多く

は孫との交流に意欲的で，生活に張りや楽しみをも

たらす等の肯定的な影響を受けていることが瞬らかと

なった。また，久保心が指摘した祖母の育児援助が

家族の申で性罰役割分業を再生産することにつながる

という問題に対する解決の方向性として，孫に対する

自分の存在意義や孫との関わ鯵で心がけていることに

お恥て，祖父と祖母では異なる意識が認められたこと

から，異種代問ネットワークにおける祖父，すなわち

男性高齢者の可能性を見鐵した。

　さらに保育所と高齢者福祉施設が合築された幼老複

合施設の事例検討き｝からは，計颪された臼常的な澄

代闘交流活動が，その頻度と物理的な距離から自然な

交流を促進させ，発達段階によって活動の主体が教職

員から子ども自身へと移行していく効果を明らかにす

るとともに，交流を継続させるためのシステムづく馨

や活動内容の工夫に換えてコーディネーターの役割と
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中年・高齢者の学校における縫代闘交流 （§255〉

必要性，交流活動の目的や対応を教職員が共有する重

要性を指摘した。

　日本の学校教育では，ヴォランティアや介護体験

学校行事への招待等の交流がig簿年頃から実施されて

きた。児童・生徒にとって，特にケアを必要とする高

齢者を支援する交流活動は．人の役に経つ喜びを知鞍，

福被について考える機会となむ得るが，公衆衛生や高

度医療の進展によって健康を維持できるようになった

現代社会では，65歳以上を一律に受動的な弱者として

位置づけるのは妥当ではない。近年は，学校施設の

開放や転居，学校支援ヴォランティアやゲストティー

チャーといった地域人材の活矯によ蓼），高齢者が児童・

生徒を支援した鞍一緒に参加するという活動形態も見

られるようになってきた。しかし，その大半はイベン

ト的なものであむ．欝欝的な交流や「なじみの関係」

への発展は困難であるのが実精である。さらに，2β薦

年給月から捻月に行った盛代問交流に関する教育行政

の取む績み調査§）では，学校支援ヴォランティアを

対象とした醗修会を実施している自治体は僅か4．8％

であむ，頻度や内容にも差が認められた。

　壁代問交流では「関与の質」が重視されてきてお

鯵，「どのように関わるか」ということは交流活動の

効果に大きく影響する。本概究の究極的な目的は，B

本の学校における糧代問交流活動の質的向上を図るた

めに，子どもを支援する中年・高齢者の事葡醗修・ス

キルアッププログラムを作成することである。そこ

で，義務教育段階の学校に中年・高齢者を派遣する事

業（K墨3ss灘倉r雛：クラスのおじいちゃん〉を実施し

ているスウエーデンのプログラムを羅究対象として設

定した。ポスト譲ム警によれば「クラスのおじいちゃ

ん」験徳者には，毎月開催される定例会でお互いの経

験を交換し合って能力を両上させる機会が与えられて

お鯵，2倉懸年春からは醗修が開始されている。繭述

の目的を達成するための一段階として，2007年9月，

鐙3＄s驚磁蟹を導入している学校を訪問し，子どもや

教晦，鐙3s＄盤G姦雄，欝3ss搬倉蓬鍵の基礎教育・醗修

担当者，鐙我ss難。鍾鍵プ灘グラム事務局メンバーへの

聞き取む調査を行った。

2．Klass灘。㎡鍵プログラム

　鐙麗s搬磁躍プ質グラムはストックホルム・ナッ

カで欝髄年に開始され，現在は全国規模に拡大して

いる。鐙叢ss無慮鍵に対する醗修は2倉Gi年から始ま

玲，現在も継続して行われている。コミューンの申で

鐙犠ss驚磁鍵を導入しているのは69，活動のある市町

村はi63である。現在活動しているのは男性が330名，

女性がi簿名，合計5総名である。そのうち弱歳以上

が278名となっている。また，男性鰺名，女性簸名が，

教育期闘牛である（表1〉。

　　表筆　Klas＄搬。種撮の実数（地域別）

繍鞠翻籔繍蜘㏄襲毅一稽輝

　鐙段ss驚磁鍵の目的は，学校に経験豊かな大人が「常

に」いることで教職員の安定を図む，すべての子ど

もが居心地良く，安心して過ごせるように支援する

ことにある。そのため，子どもを中心として教職員に

も配慮し、学校の雰囲気を和らげるとともに，子ども

を見守る存在としての大人を学校に配置することで，

落書きや施設・器物の破損，いじめの防止に貢献し

ている。「すべての子どもは我々の子どもである」が

照3ss盤。ぎ｛蟹のテーマである。

学校が総3＄窪醗醜語ぎを必要とする

職業応募者の中から躾輔蕎を選抜ずる

Kl麓S餓礁猷協会の蚕接により鰻補考を選抜する

爆補者の基礎教奮を行う

躾補蕎を学校に紹介する｛マッチング）

テスト採罵｛少なくとも潅ヶ用聞｝

正式採矯となる

図葉　Kl農ss澹麟鍵受け入れまでのプロセス

　鐙＆ss盗。蓬鍵として活動するためには基礎教育を受

講する段階で選抜されなければならな恥．事務局や基

礎教育・瞬修撞当者による面接では，①子どもが好

きか，②子どものニーズに配慮できるか，③積極的
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に子どもとかかわることができるかと塾う3点が重視

される。また，問題が発生した場合や子どもとの接し

方についての場面を提示し，どのように対応するかを

質問する。このような面接は基礎教育申の実習でも

スキルアップのための醗修にも取む入れられている。

照残ss難。藍鍵候補者として基礎教育を受講していても，

その段階でさらに選抜されることもある。また，履歴

については情報収集を徹底してお弩，特に子どもに対

する牲的虐待や犯罪は．軽微なものだったとしても，

鐙麗s雛磁蟹として採駕することはない。

（輩1クングスバッカにおける活動

　ハーランド・クングスバッカは…葺一チボリの南

に位置する人口7万人の市である。この地域で
鐙ass懲磁arの基礎教育と羅修を担当しているレナー

ト教授，欝欝＆懸。鍾鍵歴3年のヨハンソンさんととも

に，ヨハンソンさんが活動しているノヴァ・モンテッ

ソーり基礎学校を訪問した。

　この学校では鐙盆s灘磁鍵奪還の時間割があき），主

にどのクラスで活動するのかを，毎欝，校長と打ち合

わせて決めている。

写真葉　ヨハンソンさん（左〉，レナート教授（右）

校長の話から

　照3s3難。鍾蟹を導入することを決定したのは校長自

身である。しかし，i人でも反対する教緬が恥たら実

現しなかっただろう。学校に教麟以外の第三者が介

入する場合，保護者だけでなく教緬の理解と協力が

なければ難しい。子どもたちはもともと落ち着いてい

たが，鐙＆ss搬or盆が関与することによ鞍，親とのコ

ミュニケーシ灘ンが良好になってきた。単親の家庭が

多く，精神的なケアが必要な場合も増えてきてお弩，

照3ss猿鍵雛はそのような子どもの資料を詩っていて

問題点を捲握している。

写真2　学校の外観

写真3　Klass鑓麟鍵の活動の様子1

写真4　Klass辮麟鍵の活動の様子2
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中年・高齢者の学校における毯代麗交流 （6257〉

　ヨハンソンさんは．算数がわからな緕でいる子ども

からの質問に答えたむ，教材の申に患てくる象のジェ

スチャーをして楽しませた輸する等，全体を見渡しな

がら子どもの相手をしていた。また，教室の外にいる

子どもにも積極的に話しかける等，あらゆる機会を活

弔してコミュニケーシ3ンを図っていた窃

　欝捷ss搬。鍾鍵の介入によって教麟は教育に集中でき

る。子どもたちは教緬以外の大人の存在をプラスに捉

えて魏る。この学校には2暮暮名の子どもが在籍して籍

るが．欝＆s＄無磁鍵は毎朝，登校する子どもたちを校

門に逢え，玉人ずつ握手をして縫を見て挨拶し，議を

して疑る．属様の対応は，後述するナッカでの活動に

お騨ても行われて耽る。

ヨハンソンさんへのインタヴューから

　欝欝s驚。ガ鍵の醗修は年2罎，春と秋に行われてお

珍，いずれかに参撫する義務がある、新しいコミュニ

ケーションの方法を学んだ鞍，課題や体験談等を話し

合って情報を交換する。鐙袋s灘磁蟹はiつの学校に

i人で活動することが多恥ため，通常は減じ立場の人

と相談することができな魏．問題を持ち寄む，弛の解

決方法がな魏かディスカッシ鐸ンすることは極めて重

要である。

　鐙総懸磁鍵は教室の中だけで子どもと関わるので

はなく，トイレや更衣室，校庭も巡啓する。そのよう

な欝立たない場藪で子ども岡士のトラブルを見つけた

場合，ケガをしたη保護者に報告する必要があるほど

酷い状況は除いて，教緬とも構報を共有しな納ことも

多糖。その理由は子どもと鐙＆ss難。鍾鍵との信頼関係

を崩さないためである．教麟との役割分担は明確で，

いじめの解決は鐙3ss憩。鍾鍵の仕事である。

　最近の学校では，子どもたちに上の立場から話をし

た穆注意をすることができなくなったと感じて継る。

時代が変化しているので，自分が子どもだった頃とは

単純に姥鮫できないと考えて継る。

　鐙3ss盤磁鍵になる蔀に不安や心配はなく，むしろ

自伝があった。それは子どもの面舞を見たいと強く

願って塾たからである。

　K漉鱗。鍾鍵の仕事で最も重要であ弩．心がけてい

るのは仔どもに聞ける環境をつくること強である。

　鐙叢ss鶏破獄として活動することのメリッ｝には，

生活の手当てはもちろんであるが，自分自身が必要と

されて興ると恥う認識を得られることがあるゆ

　子どもの社会的な能力を檸ぱすことが学校の教育方

針であるが，教緬にはそのための十分な暗闘がない。

鐙3ss雛醒董3rの介入によってそれが達成できるため，

学校の評懸は高くなる。したがって，K嬬＄難。撫rが

学校鍵に要望することは大半が受け入れられ，そのこ

とが学校の特色にもなっている。安心して子どもを通

わせることができるとして，保護者へのアピールにも

なって継る。

　活動開始当初の2，3ヶ月は教緬から疑いの視線を

向けられることもあったが，積極的に働きかけること

によって現在ではプラスの評価を得ている。この点は

地の学校のK｝3s瓢磁鍵も同様である。子どもや保護

者との信頼関係がないと，この活動は継続できない。

　鐙＆ss憩磁蟹は基礎学校だけでなく，高校にも導入

されておむ，クングスバッカでは2名が高校で活動し

ている。面接の際に希望する学校段階を質問するが，

活動のスタイルや醗修内容に違塾はな塾。

　自分が活動している学校では現在，25ヶ国の子ども

が在籍しておむ，コミュニケーシ鐸ンをとることが磁

難になっている。子ども同士で会話ができな恥ことが

最大の問題であむ，それをつなげる役割の大人が必要

である。

レナート教授へのインタヴューから

　レナート教授の専門は職業教育である。蟹人的

に鐙3s灘磁鍵の性格を持った活動を行っていたが，

20経年§月よ鯵鐙麗鎌倉疲鍵プログラムを開始した。

　鐙総＄騰ひ鍾鍵の基礎教育の受講希望者には，入学葡

に活動内容の説明を含めて約i時間の面接が行われ

る。その段購で選抜がなされることから，今までに基

礎教育の途中でリタイアした受講生は恥ない．

　面接では事前に質問内容を示して答えを準備させて

おく項欝がある．また，履歴や免許・資格の糖に現在

の生活．以蕪の仕事内容．失業理由等も記入するよう

になって継る．面接の当獲，その場での即答を求める

質問には以下の項欝がある。

　・獲3ss難。ぎ鍍になった場合，自分には何ができる

　　と思うか。また，自分の弱点は何か。

　・懲3ss盤蟹｛鍵として，何をしたいのか。どのよう

　　な目標をもっているのか。

　。鐙3ss懲磁鍵の仕事に応罵できる特劉な知識や経

　　験があるかび

　・問題が発生した時に，（対応できる〉限度を確定

　　できるか。

　・決定が素早くできるか。

　・問題の解決に慣れているか。

　・人前にいることを好むか。
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・自分を見本として示すことができるか。

・子どもと若者たちは（自分と〉平等な立場だと思

うか。

・新しいグループに溶け込むのは簡単だと思
うか。

　ハーランドのKl盆s灘磁鍵基礎教育には．2倉御年だ

けで鐙書名の受講生がいる。受講生の人数に応じて得

られるコミューンからの助成はレナート教授が所属す

るルフタンダーレン芸術学校の収入源のひとつとなっ

ている。経済的な理由を挙げて鐙3ss盤。渡蟹の導入に

踏み切らないコミューンや反対する政治家も多いが，

賛織を得るために，子どもの健全な成長を支援するこ

とが犯罪の減少につながることを説萌している．

　また，照as灘磁鍵が活動している様子を，地域や

保護者に知らせて醜くことも重要である。

　照＆ss難破惣の基礎教育や醗修の内容は，理論と実

習の繰珍返しで構成されてやる．資料iから資料5は，

ハーランドで幾に活動して耽る鐙3ss驚磁鍵の履修ス

ケジュールである。地域によって多少の違㌔灘はある

ものの．欝欝＄難破至鍵プ繋グラムとしての共通要素は

①K漉s搬磁盆の役割．㊤発達や心理等の子どもに関

する内容，③学校と恥う綴織や教職員の仕事について，

④支援方法（ほミュニケーシ霧ンや身体表現等〉の4

項員である。

iβ欝

集合．欝己紹介．ガイダンス

T麗S難0疲鍵につ継ての説明

Rミューンの中で現在活動している学校
w校の綴織，教育計薩と学校の計画
@　　　　　　　　　　　　　　　（学校長の講演〉

2日目

学校の基礎的な事項
qども，養育，聡く縫方，隆度についての井溝活動
�闌D漸能力の不足，教育を学ぶことと意義（動機〉

w校の今と昔，知識の今と昔，教育モラルの今と昔

�竡ﾒ霞身の学校時代

3段目

学校はどのように活動して駈るのか？

w校綴織と教育学（学校長の講演／

w校にお継て仕事と人生経験をどのように活現した
轤諱t・か

ﾛ護者会などの活動
w校における多様な文化

塵欝欝

欝3ss魚倉麺鍵として簸待されていること

Oループ・デイスカッシ葺ン
ｶ徒の綴牲につ獅て（教員の講演1

§欝欝

欝欝s搬磁鍵の活動と役欝

ﾀ習の準備
ﾀ習活動事項

資料潅　K韮ass搬麟欝の研修内容（第峯邊〉

圭縫目
第璽懸欝実習でのグループ活動における経験の改善

ﾀ習活動の説霧

2饗欝

子どもにどのように学ぶか．子どもにどのように対

桙ｷるか？
tろいろな指導方法
V度の設定，共有保欝させる方法

3縫目

年齢差による特有懸盤

qどもの養育
qどもの成長と必要性

淫欝欝

問題のある子ども／静かな子ども

x邏の子どもとは何か？

ﾁ斑教科の先生の訪問

s霞目

爾窺の役割／先生の役割

ｻの地の学校職員と欝欝s盤厩鍵の役舗
泱�ﾌ実習活動内容の準備

資料2　K垂ass継麟撮の研修内容（第2週｝

i縫目

調簸

ﾀ習項欝の説瞬
ﾔ題発生とその解決方法

2霞目
文化の違籍と．文化の違雛による摩擦

ﾚ民の講親と経験の交換

3欝欝
現状維持する方法と鰻度
qどもたちの交流経験（警察官の講演〉

婆霞目

問題発生時におけるK訟3s灘鍵｛鍵の役畜

qどもたちとの交流経験
@　　　　　　　　　（入権保護委員課職員の講演〉

5饗羅
今週のテーマのまとめと改善

ﾀ習の理論教官への実行内容を説明

資料3　Klas＄辮麟鍵の礒修内容（第3還〉

i目目
最後に実習した体験の交換と実習事項の復習

ｴ精の表現と身体による意味表示

2霞目

グループ・プロセス

`式的な鱗一ダー
瘤ﾒたちとの仕事について
@　　　　　（コミューンの桂会福歓諜職員の講演〉

3翼翼
恥じめと懸害

W童糟糠，心理相談所職員がグループを訪問

4B目 コミューンが主催する継続教育コースに参撫

5段目

社会権成とは偲か

氓ﾌ実習準備
｡遷の要約

資料4　Klass辮。拝潔の概修内容（第4週）
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中年・高齢者の学校における重代閥交流 （§2鋤

i縫目

チェック

ﾀ習項目の経遺報告
M頼（信矯〉／穂密保持
w校穰談翼／学校看護麟の学校での役響を説明

2欝欝

学校における（欝分の〉今後の役畜
w校内における酔ろいろな職員との交流
рﾍ誰か？強炉面と弱》・面

3経欝
飽の学校訪問
｡秋でのグループ活動で特響讐に涯目した》・ものは何

ｩ㌘

婆霞目
秋の理論講習を要約する
｡までの授業や実習でできなかった質疑応答を復習

5縫目
ガイダンス

x援，詳細

資料5　Klass議磁鍵の研修内容（第5週〉

資料6　修了認定証

め，打ち合わせをi週間ごとに行う。i年前にストッ

クホルムでの基礎教育を受講し尉の学校でテスト採

用されたが，正式採用には至らなかった。この学校は

K璽3ss搬。罫盆に対する受け入れの状態が良いと感じる。

　鐵身はユーゴスラビアである。生活のために様々な

仕事をしたが，会社を経営した経験があるので入の扱

いには慣れていると思う。K漉灘倉r盆の基礎教育を

受講したきっかけは，2年繭に亡命してきた時はス

ウェーデン経済が不溌であ鞍，就職が園難だったから

である。友人の薦めで面接を受けた。

　子どもの保護者には自分から挨拶をして信頼関係を

築くようにしているゆまた，鐙3ss灘。渡蟹として活動

する際に心がけているのはr子どもを信頼すること」

であむ，上の立場から介入することではな塾。

写真5　フランコさん

　また，基礎教育の受講後に，テスト採罵を経て正式

採用に至るのも，鐙3ss鐙磁鍵プログラムに共通する

プ登セスである。

　基礎教育や砺修を受講すると，修了認定証が発行さ

れる。これは鐙3ss灘。疲鍵が罰の仕事に就く場合にも

提出することができ，キャリアとして見なされるよう

になっている。

（21ナッカにおける活動

　ナッカでは，照3ss雛。蓬鍵事務局メンバーとともに

カステロ・ス3一レンを訪問した。

　この学校の鐙盆ss搬。實鍵は，活動を始めてiヶ月の

フランコさんである。

フランコさんへのインタヴューから

　茎2歳から欝歳の生徒を担当している。この学校で

は教晦の計薩表に合わせて動くことになっているた

校長の話から

　フランコさんの前に来ていた獲3ss灘倉嬬鍵は，教緬

からの指示を待つタイプであったため正式採用とはし

なかった。フランコさんは最初の説明の後には自分か

ら動いてくれるので助かっている。

　この学校では，事務や調理撞当者等，教緬以外

の職員にも子どもとの接し方についての教育が必

要だと考えており，そのための機会を設けている。

鐙＆ss盤or∫簾も参撫する．またK茎段ss灘藍鍵は，毎週

月曜日の職員会議にも畠席している。

子どもへのインタヴューから

　鐙総s撚醒£鍵は必要な時に言えば，何でも助けてく

れる。毎朝入鞍口で生徒一人ひと吟を逢えてくれる。

挨拶されるのはとても嬉しい。みんなも同じ気持ちだ

と思う。
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（62鋤 福島大学地域麟造　第2倉巻　第i号　騰総．9

　自分の祖母は2時間ほど離れた場所に住んでいるた

め，それほど会わない。

　生徒の間であま鯵ケンカはないけれと㍉あった場

合には鐙麗s盤。鍾鍵が対応してくれる。鐙ass灘。藍鍵

は，問題が起こった時には必要だと思う。だから，

照餐ss盤。藍鍵がいなくても良い状態，つま鯵問題が起

こらないということが最も良いことだと思う。

写真6　アントンくん（左側》

紛　ストックホルムのKlas鱗磁鍵事務局

　ストックホルム事務局には鐙盆ss脚r惣プ滋グラム

協会で採罵された4人が常駐している．協会の運営費

罵は鐙ヶ所にわたる助成や補助金，手当等の財源に

よって賄われている。今回の訪問では，2名の事務局

メンバーから説絹を受けるとともに，パンフレット等

の資料を得ることができた。

　欝叢s灘。疲鍵は，プラットさんという男性高齢者に

よる個人的な活動から始められた。この段階では政府

の失業対策と連携しては恥なかった。一定の人数を集

めて協会を設立すれぱ補助金が得られるため，全国的

に参癩者を募った。プラットさんは2倉総年まで活動を

続けていたが，スウェーデン国内に複数の鎚点ができ

たので引退した。この活動の縫標は，鐙総s灘磁蟹の

介入によって，教緬と生徒がそれぞれに安心感を確保

することである。

　対象は義務教育学校である。高校での活動もあるが，

数は少ない。また，子どもが成長した後では遅すぎる

と考えている。初等教育段階から関わることが望まし

いこと，義務教育学校が最も取鯵緩みやすいので，力

を入れている。

　スウェーデンの学校でもいじめが増撫しているこ

写真7　ストックホルム事務局の入η縫

写真8　ストックホルム事務局の内部
　　　　（奥の2名が事務局メンバー〉

と，特別支援教育の必要性が高まっていること，教育

が上から押し付けるものではなくなってきたこと等か

ら，子どもを支援する大人の存在は重要となっている。

　鐙ass猛鍵盆が一般に理解されるようになるまで約

欝年かかった。その後は，学校麗からK圭3＄s懲or盆を

導入したいという申し畠があるようになった。

　当初は経済的援助を得ることが難しく，子どもが

割ったガラスや落書きを修繕する場合の費用と人件費

を試算して提示すること，教麟も精神的に助かること，

子どもが落ち着くことで犯罪の減少につながる経済的

億値等，長期的な経費を逆算して示すことにより，学

校や政治家が賛縁するようになってきた。ストックホ

ルムにおける学校の器物破損費欝は高額で，年間i，総倉

万クローナにも上っている。教育レベルの最低限を確

保するためには，ある程度お金がかかるのは当然で，
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中年・高齢者の学校における後代懸交流 （62§茎〉

どんなに学校が教育レベルを上げたとしても問題を起

こす子どもは必ず存在する。

　一方，多くの子どもがストレスの多難経常を過ごし

てお珍，義務教育段階の嚢年閥で25％がすべての学科

で承認されて耽る成績に到達せず，さらに憩％が高校

に進学する成績の承認が受けられな醜状混にある。ま

た，精神的に不安定で身体症状を訴える子どもは鍵万

人に上って魏る窃

　K董3s騰蟹雛は学校の仕事を横取むするのではなく，

すべての子どもに平等に教育を受けさせる権利．受け

る権利を保障する範囲内で仕事をする。

　学校民営化によって宗教や移民等による問題や教育

格差が生じる可能性が大きい。欝経ss懲。冠鍵は，学習

環境の整備に貢献することができる。

　さらに学校では．経費簾減によって教緬の数が減穆，

i人当た惨め負握が増撫して興る。また，若秘教麺の

増纐や定年間近の教締の多さに対して，申問燈代は少

な懇㌔このアンバランスをK玉総s灘鍵重継は補うことが

できる。したがって，子ども縄士で議すことも大切で

はある戴特に若い教麟のクラスに介入すると子ども

が落ち着く様子が見受けられる．

　照総3雛磁鍵がすべての教育問題を解決できるわけ

ではな》が，特に初等教育の段階ではかな融の効果が

類待される。しかし，明確な数値として示すことは困

難であ鞍，その点は今後の課題である。鐙魏ss灘。欝盆

が介入して董ヶ月後にクラスの平均点が上がったケー

スがあるものの，すべての学校がそうなるというわけ

ではない。

　しかし，いちどKiass盤。鍾鍵を導入した学校では，

その鐙3ss盤磁蟹が罰の職に就いた場合でも，飽の

鐙＆ss難。撫rを派遣してくれるよう，事務局に依頼が

ある。つまり，それだけの効果があったということを

認めたことになる。

　鐙総s盤蟹｛鍵候補者の基礎教育中は，教育手当（失

業手当に準ずる〉が支給される。その一部は実習を受

け入れる学校や基礎教育を行う機関等，教育議練の場

に支払われ，85％が候補者本人の収入になる。すべて

のコミューンは学校が行う成人を対象とした活動に援

助資金が得られるようになっておむ，コミューンから

の申請を受けた政府はヴェンネル資金によってこれを

補助する。政府はそのために5年闘で約i簿億クロー

ナの経費を計上している。また，テスト採用難問中の

圭年間は．学校に賃金の支払魏義務はない。その後．

契約によって正式な学校の職員となる。燈麗s獄磁鍵

は学校が採矯することになるが，雇屠税がかからない

ようになっている．その理由は，鐙3ss搬罐鍵が失業

対策として認定されているからである。しかし，この

システムは国にとって現在のところテスト期間であ

り，将来的にどのようになっていくのかは未確定の状

態である。

　鐙段ss搬磁鍵候補者の面接においてハーランドでは

質問シートを使濡していたが，ストックホルム事務局

では使用していない。質問の必須項目は共通している。

例えば鐙＆総盤磁鍵候補者の技能（本工や音楽等〉に

つ継てチェックはするが，何もかもできなければなら

な恥と緕う意図ではない．事務局では，これらの技能

に対する学校灘のニーズを考慮してマッチング作業を

行って耽る．面接では3人の事務局メンバーの意見が

一致することを重要視するとともに，特に子どもに関

する犯罪歴がな輪かを慎重に調査する．基礎教育や醗

修も線様で．ス｝ックホルムでは少なくとも欝から鰺

週間をかけて継るが．講義と実習を繰鯵返すこと，蔑

述した婆項羅の共通要素を含むことがK塾総癒綴蓋鍵プ

凝グラムなのであるβ

　多くの欝義s鱗磁鍵候補者の申にはこの活動に適さ

ない場合もある。基礎教育を修了し，例えば成績が優

秀だったり優しい性格であったむしても正式採矯にな

らないこともある。しかし，移民の子どもは欝身固の

K捻ss獄。鍾鍵が介入することによってとても落ち着く

ために，外国人の鐙ass獄磁鍵候補者はスウェーデン

語の能力がそれほど高くなくても選抜し，採罵される

ことが多い。基礎教育や実習の問は事務局が候補者を

調整できることから，教晦との連携ができているかと

いった報告に基づいて判断する。テスト採用期間を経

て，そのまま講じ学校で正式採用となるケースもある。

　ストックホルムでは職業安定所からのリストに基づ

いて鐙盆s灘鍵惣候補者を集めている。燈3ss懲磁鍵

プログラムは失業対策と連携することで活動資金を

確保し，政府の援助を受けて拡大してきた。しか

し，景気が翻復すると応募者が減少する等経済状

況により候補者の数が左右されるため，現在は地

の仕事に就恥ているが，将来，鐙3ss羅。鍾鍵として

の活動を希望する人を対象として会員登録するシス

テムを創設した。事務局では職業安定所や学校へ

の情報提供を重点的に取鯵緩んでいる。候補者の

集め方はそれぞれの地域によって異な鯵，ハーラ

ンドの場合はコミューンが協力して広報を行って

いる窃

　コミューンの理解が得られるかということは，

Kl＆ss鐙磁蟹プログラムの継続・発展において極めて
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重要である。全国的にはまだ情報が不足してお鯵，あ

る地域ではK董総s灘皺皺を導入する学校がなくなっ

てしまった。鐙3ss懲鍵ねrの活動を知らないコミュー

ンも未だにあることから，様々な働きかけによって

鐙盆ss懲。鍾鍵プログラムを一般化していくことが課題

である。

3．おわりに

　義務教育段露ではないが，田本でも高齢者を保育所

等に派遣して露常的に子どもを支援する事業を実施し

ている自治体がある．新潟県上越市の「保育園士雇驚

事業」，千葉県市｝ll市の「中高年保育ボランティア事

業謹，栃木県黒磯市の「おじいちゃん保育事業」の実

態と効果について考察した北村欝は，子どもや高齢

者への効果だけでなく，地域福続の海上と恥う点でも

新たな可能性を予感させる幼老ミックス型の複合施策

モデルであると述べている。山梨県山梨市の「おじい

ちゃん先生・おばあちゃん先生派遣事業」や長野県塩

尻市の「保育補助員設置鱗度」等，類似の事業がある

自治体の保育所を対象として2倉07年8月に実施した調

査鱗では，派遣された高齢者に「依頼できる業務の

質や量が異なる」，「保育のねがいが伝わらない」といっ

た問題が回答された。このような問題に対して，時間

が経るにつれて自然なかかわ鯵がもてるようになる

贈との報告もあるが，事蔚に打ち合わせる機会を設

定して，仕事の分担を明確にしたり保育方針等を説明

することにより，問題自体が発生しないよう対応して

いくことが重要であろう。実際に活動が始まってから

も同様で，派遣される高齢者に求める役割や子どもへ

の接し方等について話し合い，調整を行うことも必要

である。

　自治体が保育を補助する高齢者を雇用する場合の利

点として，高齢者の雇用促進や保育士との信頼関係が

結ばれやすいこと，役割を明確化した保育所運営が可

能である一方で，市郷村の財政力によって事業の実施

の実現が左右され，財政が悪化すると事業が打ち切ら

れる状況では事業として不安定であることを福島鋤

は指摘している。

　Kiass灘。擁rプログラムは，失業対策との連携や協

会の設立による補助金等，複数の財源を確保すること

で活動が安定し，継続することができている。また，

鐙3ss難磁簾候補者の基礎教育やテスト採用というシ

ステムによってプログラムの質を保証することは，教

晦や保護者の信頼を得るために役立っている。さらに

鐙経s＄搬。嬬鍵として正式に採罵されてからも，醗修に

よるスキルアップを行うことによ翰，活動の質的海上

を図っている。それでもなお，鐙総s搬G疲鍵プ滋グラ

ムに対するコミューンの認知は十分とは言雛難い。

　齋藤麟は米国の世代閥交流プ羅グラムを「環境整

備」，「理解」，「ネットワーク」．「促進」の4点から評

価し，それを進めるシステムが構築されていると述べ

ている。鐙縦ss艶。鍾鍵プ凝グラムでは，特に「砺究者

と実践者のネットワークと協働運営」及びプ澱グラム

の促進に関わる「実践における評懸方法の確立」の拡

充が課題であることが明らかとなった。子どもに対す

る獲＆ss鐙。冠蟹の効果を多様な角度から客観的な評癒

データによって示していく必要がある。

　一方，欝本各地で行われている個々のインタージェ

ネレーシ葺ン活動では，参撫者同士のネットワーク整

備や活動の専任コーディネーターの設置，重代間交流

による効果灘定がほとんど実施されていない。銭本燈

代問交流協会では2倉07年6月から2倉総隼3月，置代闘

交流コーディネーターを養成するプ資グラムを確立す

るためのパイロットスタディ講座を開催し，全1§國の

講座のうち8選以上を受講した場合に修了証を発行し

た。各回の権威は，以下のテーマに関する約i時闘の

話題提供と約3G分のディスカッシ翼ンである。

第i回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回
第＄回

第3園
第欝園

公教育現場におけるコーディネーターの現

状と課題：行政や地域との関わ弩から

霞本の出産と縫代問の交流・伝承につ騨て

糧代闘交流の推進と支援体麟についての臼

米比較

地域福紙としての重代問交流の「握い手窪

と「場所」～京躯市での実践事例より

壁代闘交流の視点からまちづくりを考え

る一「場」の交流から地域の段常へ一

堂代問交流推進のためのネットワーク作鯵

学校におけるコーディネーシ遜ンの諸問題

コーディネーター養成の基礎として「糧代

問交流概念の新たな可能性一発達識のパ

ラダイム転換への磁鍵弾として一」

紙芝居の誕生と歴史，そして世代問交流

重代問交流コーディネーターの現状と課題

～養成講座総集編

　この養成プログラムや飽の地域団体で実施されて

いる醗修内容とその効果を検討し，「子どもを支援す

る中年・高齢者」に対する定期的で縄織的な事煎餅修

一縫一



中年・高齢者の学校における毯代欝交流 （暮2硲

とスキルアップシステムの確立や，重代問交流におけ

るこうしたシステムの重要性に対する認識を高めてい

くことが今後の課題である。加えて糧代闘交流3一

ディネーターを専門職として位置づける可能性につい

ても，追究していきたい。

　本報告は，平成鐙年度～2倉年度科学醗究費補助金基

盤観究（C〉課題番号鐙53薦48（概究代表者：白梅学

園短期大学　草野篤子〉によって行われた醗究の一部

であ鯵，臼本家政学会第6倉画大会（2暮暮8年6月圭鋤

にお恥て発表した。
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